
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第146号 

2024年２月 15日 

５年前に入居した賃貸アパートを退去した。入居時からついていたドアのキズの

修繕費やハウスクリーニング費用20万円の原状回復費を請求され納得できない。 
相談事例 

トラブルを防ぐためには入居前の行動が大切です！ 

契約前に契約書の内容を必ず確認し、 

入居するときは、キズ・汚れなど現況の写真を撮り記録に残しましょう。 

・ 契約する前に契約書を確認し、国土交通省が示す「原状回復をめぐるトラブ

ルとガイドライン」※と異なる箇所は特によく確認しておきましょう。 

・ 鍵の交換やハウスクリーニング費用を借主負担とする特約は有効とな

るため、注意しましょう。 

・ 入居するときは、キズや汚れがないか、エアコンなどの設備が動作するかを 

できる限り貸主と一緒に確認しましょう。 

・ 写真やメモを取り、住宅の現在の状況を記録に残すことが大切です。 

・ 退去時にトラブルになった場合は、消費生活センターに相談しましょう。 

 

原則、借主の故意・過失によるキズや汚れ、ペットやタバコなどに

より生じた汚れなどは、借主が原状回復を行う義務を負うので、 

日頃からきれいに使うことを心がけましょう！ 

 

※原状回復をめぐる 

トラブルとガイドライン 

入居前から備えよう！ 

賃貸住宅の 

「原状回復」トラブルに注意！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かながわ消費生活注意・警戒情報」の過去号は、こちらをご覧ください。 

 

 

 

くらしの中の事故を防ごう！ 

かながわ 注意・警戒 又は 

 

くらしの中でも、生命や身体に係る様々な事故が起きています。 
事故防止に向け、留意すべき点を何点かお知らせします。 

＜事例１＞ 脚立に

上って拭き掃除をし

ていたところ、転落し

てけがをした。 

 

＜事例２＞ 掃除機

を使用中に、バランス

を崩して転倒し、けが

をした。 

掃除中の事故 ＜アドバイス＞ 
 
〇 脚立やはしごを使用する際は、安定した足場に 

置き、片方の手で固定された家具にしっかり 
つかまるなど、慎重に作業しましょう。 

 
〇 床の段差はできるだけなくすとともに、足元が見え 

づらいところは、明るい照明器具を設置するなど、 
転倒しにくい環境を整えましょう。 

 
〇 高齢になると、筋力や平衡感覚等 

が低下し、骨折しやすくなる傾向が 
あります。また、バランスを崩して 
転落することもあります。無理な 
作業は、控えることも大切です。 

＜事例＞ カップ麺

に、熱湯と食用油を入

れて食べようとした

ところ、容器の底が抜

けて、熱湯が足にかか

った。 

調理中の事故 ＜アドバイス＞ 
 
〇 カップ麺や食料品のトレー等に使用されている発泡 

ポリスチレン（発泡スチロール）製容器に中性脂肪酸油 
（ＭＣＴオイル）等の食用油を入れると容器の変質や 
破損を招き、容器から漏れた湯でやけどをするおそれ 
があります。 

 
〇 発泡ポリスチレン製容器に添付以外の食用油等は 

加えないようにしましょう。 
 
〇 添付以外の食用油等を加えたい 

場合は、カップ麺の中身を発泡 
ポリスチレン製容器以外の容器に 
移してから加えるようにしましょう。 

注意・警戒情報HP
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